
南部町介護保険運営協議会

報告事項 ２

令和２年度介護保険・高齢福祉の事業実績と高齢者を取り巻く

現状について

資料２

令和３年度 第１回南部町介護保険運営協議会

日時 令和３年11月11日（木） 午後６時

場所 南部町健康センター 集団指導室
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数字でみる介護保険・障がい・高齢福祉

介護保険・障がい・高齢福祉に関する事業実績について、表やグラフを使い、わかりやすくまとめた

統計書を発刊しました。

１章 介護保険制度

２章 介護保険事業の財政

３章 高齢者人口

４章 被保険者

５章 介護保険料

６章 要介護認定

７章 介護保険給付

８章 介護給付適正化・低所得者対策事業

９章 地域密着型サービス

10章 地域支援事業

11章 包括的支援事業

12章 任意事業

13章 介護サービスの苦情・相談・事故報告

14章 介護サービス・高齢者向け事業所

15章 障がい福祉 ※新規掲載

16章 地域・高齢福祉 ※新規掲載

統計書（冊子）で説明
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総人口・高齢化率
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令和3年3月末時点の総人口は17,480人で、年々減少しています。高齢化率は、高齢者人口の増加に

より年々上昇し、令和３年３月末時点で39.1％となり、過去最高となっています。

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋
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資料：住民生活課（住民基本台帳）

（各年３月末時点） （各年３月末時点）
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年齢階層別人口ピラミッド

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：住民生活課（住民基本台帳）

年齢階層別人口ピラミッド（令和３年３月末時点）
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保険給付費・地域支援事業費
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保険給付費は、平成28年度のピークから減少傾向にありましたが、施設整備や要支援・介護認定者

数の増加により、給付費も増加しています。地域支援事業費は、平成30年度のピークから減少傾向

にあります。

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋
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資料：南部町決算書 4



令和２年度介護保険特別会計決算

令和２年度の決算は、歳入が前年比2.4％増の27億8,265万7,622円、歳出が前年比2.3％増の27憶

1,057万7,610円となりました。歳入歳出差引額は7,208万12円ですが、国・県・支払基金からの負

担金や交付金の超過分を翌年度に返還することになるため、実質的には3,198万6,974円の黒字とな

りました。

歳入（令和２年度分）

資料：南部町決算書

保険料

18.4 %

使用料及び手数料

0.0 ％

国庫支出金

25.9 ％

支払基金交付金

24.9 %

県支出金

13.8 %

財産収入

0.0 ％ 繰入金

14.7 ％

繰越金 2.4 ％ 諸収入 0.0 ％

歳出（令和２年度分）

総務費 18.4 %

保険給付費

91.9 ％

地域支援事業費

2.9 ％

基金積立金 1.2 ％ 公債費 0.0 ％

諸支出金 0.0 ％

予備費 0.0 ％

歳入総額 27億8,265万7,622円 歳入総額 27億1,057万7,610円 5



介護給付費準備基金積立金

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：南部町決算書

介護給付費準備基金積立金

介護保険制度では、保険給付

費の予想外の増加等財政運営

上の不測の事態に備えるため、

年度決算で生じた剰余金は、

そのうち翌年度においてあら

かじめ使い道の決まっている

金額（国・県負担金の実績確

定に伴う超過受入額返還金

等）を除き、基金に積み立て

ることとなっている。

２億 4,938 万円

積立金の総額

（令和３年３月末時点）
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第１号被保険者

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋

第１号被保険者数
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所得段階別人数

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋

所得段階別人数
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要支援・要介護認定者数

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋

介護度別認定者数（第１号被保険者+第２号被保険者数） （各年度３月分）

資料：介護保険事業状況報告書 9



要支援・要介護申請件数

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋

要支援・要介護申請件数
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介護保険サービス受給者数 （サービス別）

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：介護保険事業状況報告書

介護保険サービス受給者数（サービス別） （各年度３月分）
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介護（予防）サービス費

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：介護保険事業状況報告書（年報）

サービス種類別 給付件数（令和２年度）介護（予防）サービス費 給付件数

介護（予防）サービス費 給付費 サービス種類別 給付費（令和２年度）
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サービス種類別給付額 ①

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：介護保険事業状況報告書（年報）

サービス種類別給付費（平成28年度～令和２年度）

増増

増
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サービス種類別給付額 ②

薬・医療・クチン・看取り

数字で見る介護保険・障がい・高齢福祉（令和３年度版）より一部抜粋 資料：介護保険事業状況報告書（年報）

サービス種類別給付費（平成28年度～令和２年度）

増

増

増

増
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認知症高齢者数の推計

令和２年度３月末での日常生活自立度Ⅱa以上の高齢者は835人で、要支援・要介護認定者の69.9％

を占めています。

認知症高齢者数の推計（令和２年度分）

（３月末時点、主治医意見書より作成）

資料：福祉介護課 介護保険班
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日常生活自立度判定基準（見られる症状・行動の例）

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している

Ⅱ 日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少みられても、
誰かが注意していれば自立できる

Ⅱa 家庭内で上記Ⅱの状態がみられる
（度々道に迷う、買い物や金銭管理等でこれまでできたことにミスが目立つ党）

Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態がみられる
（服薬管理ができない、電話の応対等、１人で留守番ができない等）

Ⅲ 日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少みられ、介護
を必要とする

Ⅲa 日中を中心として上記Ⅲの状態がみられる
（着替え、食事、排便、排尿が上手にできない・物を拾い始める、火の後始末等）

Ⅲb 夜間を中心にして上記Ⅱの状態がみられる症状、行動がⅢaに同じ

Ⅳ 日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁にみられ、つ
ねに介護を必要とする

Ⅴ 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤なs身体疾患がみられ、専門医療を必要と
する

（人）

要支援・要介護認定者数 1,195人

うち日常生活自立度Ⅱa以上 835人

認定者のうちⅡa以上の割合 69.9％
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介護が必要となった主な原因

令和２年度の介護が必要となった主な原因では、「認知症」の割合が25.3％で最も高く、次いで

「筋骨格系」「脳血管疾患」「悪性新生物」となっています。年度別では、「認知症」が平成30年

度から最も高くなっています。

介護が必要となった主な原因（令和２年度分）

認知症

25.3％

筋骨格系

20.5％
脳血管疾患

16.5％悪性新生物

8.4％

高血圧

3.2％

糖尿病

2.4％

その他

23.7％

（新規申請者の主治医意見書より作成）

資料：福祉介護課 介護保険班
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（新規申請者の主治医意見書より作成）
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